“I Remember Grandpa”のauthorship を考える（1）―文体上の特徴を手がかりとして― by 大園 弘 & Ozono Hiroshi




























「17歳の母のもとに生まれた Truman Capote は、最初の7年間を母の末
の妹 Marie Rudisill を含む叔母や従弟たちとともに過ごした。初老の従弟
Bud は、この物語のおじいさんのモデルである。Bud の妹 Sook は『クリス
マスの思い出』に登場する初老の従姉のモデルである。
1946年、Rudisill 夫人を訪ねた際、当時22歳で OtherVoices, OtherRooms


















処女中編小説 OtherVoices, OtherRooms の執筆中の頃である。「おばあさん」






るであろうか。しかも、その叔母（Marie Rudisill）は Capote 関連の伝記文学
でも殆んど言及されることのない「マイナー」な人物であるばかりか、Capote
の晩年には Truman Capote: The Story of His Bizarre and Exotic Boyhood by
an Aunt Who Helped Raise Him（1983）という奇抜なタイトルの評伝を著し、
Capote 本人のみならず、親族の面々からも酷評を受ける運命にある人物でも




るいは、Capote の幼少期に彼の面倒を見てくれた叔母の Mary Ida―Capote
“IRememberGrandpa”の authorship を考える（1）
－36－




信じがたい。Rudisill が Peachtree 社に持ち込んだタイプ原稿には手書きの書
き込みは皆無であったうえ、Capote 作であるという証拠も示されなかったと
されており、大著 Capote: A Biography（1988）の著者である Gerald Clarke は
「Capote は明らかに（この作品の）作者ではない」と言い切ってさえいる。（4）
“I Remember Grandpa”は Capote の死後に出版された。Capote の死後、
彼がこの作品の著者であるかどうかは、Rudisill のみぞ知るところとなったが、
彼女の死去（2006年11月3日）により、“I Remember Grandpa”の authorship
―原作者は誰か―をめぐる問題は未解決のまま迷宮入りとなった。「カポーティ
作としてとおっている」（5）というのが現状である。





















J. London “To Build a Fire”（1908） 15 2回（0．13回） 23回（1．53回） 25回（1．66回）
S. Anderson
“Death in the Woods”
（1933）
12 0回（0回） 3回（0．25回） 3回（0．25回）
R. Lardner “Who Dealt?”（1929） 10 1回（0．1回） 20回（2回） 21回（2．1回）
K. A. Porter “Flowering Judas”（1935） 12 18回（1．5回） 8回（0．66回） 26回（2．17回）
F.S.Fitzgerald “The Rich Boy”（1926） 36 19回（0．53回） 28回（0．78回） 47回（1．3回）
W. Faulkner “Delta Autumn”（1942） 22 35回（1．59回） 26回（1．18回） 61回（2．77回）
E.Hemingway “The Battler”（1924） 8 1回（0．13回） 0回（0回） 1回（0．13回）




17 28回（1．65回） 68回（4回） 96回（5．65回）
全般には、コロン及びセミコロンが数多く用いられているようである。

























“Jug of Silver”（1945） 16 24回（1．5回） 20回（1．2回） 44回（2．75回）
“Miriam”（1945） 13 19回（1．46回） 50回（3．85回） 69回（5．31回）
“My Side of the Matter”
（1945）
11 3回（0．27回） 1回（0．09回） 4回（0．36回）
“Preacher’s Legend”
（1945）
13 11回（0．85回） 26回（2回） 37回（2．85回）
“A Tree of Night ”（1945） 13 29回（2．23回） 21回（1．61回） 50回（3．85回）
“The Headless Hawk”
（1946）
26 48回（1．85回） 75回（2．88回） 123回（4．73回）
“Shut a Final Door”
（1947）
17 51回（3回） 42回（2．47回） 93回（5．47回）
“Children on Their
Birthdays”（1948）
17 28回（1．65回） 63回（3．71回） 91回（5．35回）
“A Christmas Memory”
（1956）
13 53回（4．08回） 40回（3．08回） 93回（7．15回）
“The Thanksgiving Visi-
tor”（1967）
25 37回（1．48回） 92回（3．68回） 129回（5．16回）





Mary Rudisill が著わした Truman Capote: The Story of His Bizarre and Ex-













“I Remember Grandpa” 17 16回（0．94回） 15回（0．88回） 31回（1．82回）
Truman Capote 194 21回（0．11回） 36回（0．19回） 57回（0．29回）
11短編の平均値 （1．88回） （2．6回） （4．48回）




キャプションの頁（18頁）を除いた英文テキスト（19頁）を The Penguin Book of
American Short Stories の頁構成に換算すると、凡そ17頁の短編小説であると
みなしうる。
また、Rudisill 著 Truman Capote: The Story of His Bizarre and Exotic Boy-
hood by an Aunt Who Helped Raise Him（243頁）から写真等の頁を差し引いた
残りの英文テキスト（約200頁）を ThePenguin Book of American Short Stories
の頁構成に換算すると、TrumanCapote は約194頁の伝記とみなしうる。





































































〔例文〕Except for skinflint sums persons in the house occasionally provide
(a dime is considered very big money); or what we earn ourselves
from various activities: holding rummage sales, selling buckets of
hand-picked blackberries, jars of homemade jam and apple jelly




〔例文〕Of the ingredients that go into our fruitcakes, whiskey is the most















“I Remember Grandpa” Truman Capote “A Christmas Memory”
⑴具体例の列挙 1 2 6
⑵補足説明 1 3 27
⑶強調／換言 2 0 3



























man Capote: The Story of His Bizarre and Exotic Boyhood by an Aunt Who
Helped Raise Him、“A Christmas Memory”を対象として、コロン／セミコ
ロンの使用頻度に注目した。その結果、これら3作のコロン／セミコロンの使




member Grandpa”の作者が Capote であるとの見方を疑問視せざるをえない
という結論に辿りついた（Ⅲ節）。




その結果、上記のとおり、“I Remember Grandpa”を Capote 作とみなすの
は難しいとの結論に達したわけであるが、無論、比較の基準とすべき文体上の
ポイントは多岐にわたる。“I Remember Grandpa”の authorship については、
それらの新たな比較基準に基づく考察がさらに求められるところである。
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